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＜連結売上高について＞

（単位：百万円）

＊＊＊＊０５０５０５０５年度実績年度実績年度実績年度実績はははは杏林製薬株式会社杏林製薬株式会社杏林製薬株式会社杏林製薬株式会社（（（（連結連結連結連結））））のののの数値数値数値数値、、、、
　　　　０６０６０６０６年度実績及年度実績及年度実績及年度実績及びびびび予想予想予想予想はははは株式会社株式会社株式会社株式会社キョーリンキョーリンキョーリンキョーリン（（（（連結連結連結連結））））のののの数値数値数値数値をををを示示示示しておりますしておりますしておりますしております
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ガチフロキサシン・ノルフロキサシンは、それぞれライセンシー向けのバルク売上とともに、　　　
ライセンシーの販売に応じたランニングロイヤルティを含んだ売上を計上いたしております。

（単位：億円）

＜主要製品の売上高について＞

３．１％

２１．０％

▲５１．３％

１０．１％

▲１２．７％

▲１４．５％

▲８．５％

▲１．８％

１．６％

▲１．３％

１１．６％

前年比

第３四半期（４月～１２月）通期中間期

　製品名

８５．０％１７１７２０２１１０１１ミルトン
（哺乳ビン・乳首消毒剤）

ヘ
ル
ス
ケ
ア

１００．０％３２３３２２ノルフロキサシン
（バルク・ロイヤルティ含む）

７８．８％２６５３３３６７１８３５ガチフロキサシン
（バルク・ロイヤルティ含む）

海
外
新
医
薬
品

７８．８％６３５７８０７３４０３６ペンタサ
（潰瘍性大腸炎・クローン病治療剤

７８．９％１５１７１９２２１０１１ロカルトロール
（活性型ビタミンＤ３製剤）

８０．０％１６１９２０２４１０１２アプレース
（胃炎・胃潰瘍治療剤）

７８．０％４６５０５９６３２９３２ケタス
（気管支喘息・脳血管障害改善剤）

８０．０％４５５６３３バクシダ－ル
（広範囲経口抗菌剤）

７２．９％１５３１５０２１０１９９８９８５ムコダイン
（気道粘液調整・正常化剤）

７３．１％１９１９２６２５１１１１ガチフロ（自社販売）
（広範囲合成抗菌薬）

７９．５％１１６１０４１４６１３４６９６１キプレス
（ＬＴ受容体拮抗剤・気管支喘息治療剤）

国
内
新
医
薬
品

通期

進捗率

０６年度

実績

０５年度

実績

０６年度

予想

０５年度

実績

０６年度

実績

０５年度

実績
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＜開発品目の進捗について＞

備　考特　徴起　源薬　効
製品名・
開発コード

開発段階

海外国内

申請
（05年8月）

申請

(04年7月)

申請

(04年10月)

メルク社
発売中

メルク社
発売中

ＰｈⅠ

○ 効能追加
万有製薬と共同開発

成人：アレルギー性鼻炎
１日１回投与で、ＬＴＤ４の
遮断による鼻炎症状（鼻
閉、鼻漏、くしゃみ）の改
善と共に、眠気などの副
作用軽減が期待できる

メルク社気管支喘息
治療剤

キプレス錠
モンテルカスト

○ 剤形追加
○ 新用量
万有製薬と共同開発

小児（１歳～５歳）用の　
新規製剤

メルク社気管支喘息
治療剤

キプレス細粒
４ｍｇ
モンテルカスト

海外：LGＬＳ社とライセンス契約
国内： 小野薬品工業と共同開発･
共同販売（予定）

抗コリン作用が強く、口渇
等の副作用軽減が期待さ
れる

自社過活動膀胱
治療薬

ＫＲＰ－１９７
（錠）

申請中

（（（（　　　　　　　　　　　　））））

（（（（　　　　　　　　　　　　））））
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ＰＯＣプロジェクト及びＰｈⅡ～Ⅲ

選択性の高いＰＰＡＲαａｇｏｎｉｓｔ。

ＫＲＰ－１０１よりもさらにＰＰＡＲ
α受容体に対して選択性が高
い。脂質改善作用に加え、　
アディポネクチンの増加、
レプチンの減少、体重増加抑制
作用などが動物実験で確認さ
れており、新たな脂質改善剤と
して期待される

自社脂質代謝 　
改善

ＫＲＰー１０５前臨床　　　　

ＤＰＰⅣ阻害剤。インスリン分泌
ホルモンの分解を抑えることに
より血糖低下作用を示す。副作
用の発現が少ない糖尿病治療
が期待される

自社糖尿病
治療剤

ＫＲＰー１０４ＰｈⅠ
（06年3月）

ＰｈⅠ
（06年７月）

日本初のネイルラッカー製剤自社爪白癬 　
治療剤

塩酸アモロルフィン　
ネイルラッカー

ｶﾞﾙﾃﾞﾙﾏ社　
発売中

ＰｈⅢ
（04年1月）

万有製薬と共同開発成人：気管支喘息
　　　　剤形追加（注射剤）

メルク社気管支喘息
治療剤

モンテルカスト　
（注射剤）

メルク社
ＰｈⅢ

ＰｈⅡ/Ⅲ
（05年10月）

日清製粉グループ　 　　
日清ファルマと共同開発

選択性の高いβ３受容体作動
薬｡従来のβ3作動薬に比べて
心への影響が少なく、肥満を　
改善することが期待される

日清　　
製粉

抗肥満剤ＫＲＰ－２０４
（N－５９８４）
（錠）

ＰｈⅡ
（04年10月）

大日本住友製薬と共同　
開発（国内のみ）

アルドース還元酵素を強力に
阻害することにより細胞内の
ソルビトール蓄積を抑制し、
糖尿病性神経障害を改善する

大日本　
住友製薬

糖尿病 　　　
合併症
治療剤

ＡＳ－３２０１
（錠）

大日本住友
ＰｈⅢ

ＰｈⅡ
（05年3月）

ＰＰＡＲαのａｇｏｎｉｓｔ。中性脂肪
等脂質代謝改善作用に加えて、
糖尿病に対する有効性が期待
される

自社脂質代謝　　
改善/糖尿病
治療剤

ＫＲＰ－１０１
（錠）

ＰｈⅡ
（04年6月）

備　考特　徴起　源薬　効製品名・
開発コード

開発段階

海外国内

ノバルティス社と　　　　　
ライセンス契約

Ｓ１Ｐ受容体アゴニスト。新規
メカニズムを有する免疫調整剤。
既存の免疫抑制剤に比べて　
安全性が高く、かつ優れた併用
効果が期待される

自社臓器移植、
自己免疫
疾患

ＫＲＰー２０３ＰｈⅠ 準備中

（（（（　　　　　　　　　　　　））））

（（（（　　　　　　　　　　　　））））

（（（（　　　　　　　　　　　　））））



5

導出品の状況

・日本、中国、韓国、台湾を除く全世界に

　おける独占的な開発、販売権を供与

自社気管支喘息

治療薬

間質性膀胱炎　　
治療薬

海外ＰｈⅢ

＊（気管支喘息：
　　06年11月）

海外ＰｈⅡ/Ⅲ

（間質性膀胱炎：
　05年5月）

米国

メディシノバ社

ＫＣＡー７５７

・移植用の免疫調整剤として、全世界の　
　開発及び販売権、自己免疫疾患及び　　
　その他の疾患用剤として、日本、中国、
　韓国、台湾を除く全世界の開発及び　　
　販売権（なお、炎症性腸疾患用剤とし　　
　ては、全世界の権利を留保している）を　
　供与（０６年２月）　

自社臓器移植、
自己免疫疾患

海外ＰｈⅠ
準備中

スイス
ノバルティス社

ＫＲＰー２０３

・多発性硬化症の適応での日本、中国、

韓国、台湾を除く全世界における独占的

な開発、製造販売権を供与（０４年１０月）

自社脳血管障害　　
治療薬

海外ＰｈⅡ

（05年8月）

米国

メディシノバ社

ケタス

国内ＰｈⅡ

（06年4月）

ー

開発段階

・共同研究

・独占的ライセンスに関する契約締結　　　
（０４年７月）

自社

米国メルク社

合成抗菌剤米国

メルク社

未定

・アラガン社より導入

（ガチフロキサシン点眼液の　　　　　　　　
　クロスライセンス）

・千寿製薬に導出（０４年５月）

米国

アラガン社

緑内障治療薬千寿製薬アルファガン/

アルファガンＰ

備　　考起　源薬　効
　　導出先・

　　共同研究先

　　製品名・ 　　　　
　　開発コード

＊：前回（０６年９月中間期）からの変更点を示す
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０

２

７３

０７年１月期
予想

２

３

４４

０６年１月期
（８ヶ月分）

▲１

０

４８

０７年１月期

第３四半期実績

当期純利益

営業利益

売上高

東洋ファルマー

１

３

２５

０７年１月期
予想

０

０

８

０６年１月期
実　績

（７ヶ月分）

０

１

１７

０７年１月期

第３四半期実績

当期純利益

営業利益

売上高

ドクタープログラム

３５

５７

６５４

０７年３月期
予想

４８

８８

６７４

０６年３月期
実　績

３４

５６

４９４

０７年３月期

第３四半期実績

当期純利益

営業利益

売上高

杏林製薬

＜主な子会社の業績と予想について＞

（単位：億円）

＊＊＊＊東洋東洋東洋東洋ファルマーファルマーファルマーファルマー、、、、ドクタープログラムドクタープログラムドクタープログラムドクタープログラムはははは１１１１月決算月決算月決算月決算、、、、杏林製薬杏林製薬杏林製薬杏林製薬はははは３３３３月決算月決算月決算月決算ですですですです。。。。


